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三年間で学んだこと。 

            野球部に入部したばかりの頃の僕は、野球のルールを全く知りませんでした。 

まずは野球のルールを知ろうと本をたくさん読んで勉強しました。そのおかげ

で、試合でもチームのみんなに声掛けするなど、積極的に行動できるようにな

りました。全国に繋がる最後の大会では、一回戦で負けてしまったけれど、諦

めずに最後まで協力し合うことができて、とてもよかったと感じています。 

今まで、教えてくださった指導者の皆さん、保護者、仲間、そして、最後ま

で諦めずにやり切った僕に、感謝したいと思います。  

野球部 ○○ ○○ さん  

 

 今回の大会は合同チームで出場しました。最初はうまくコミュニケーション 

が取れず、チームの連携に不安がたくさんありましたが、多くの練習を通して 

少しずつ息が合っていきました。会うたびに仲が深まり、信頼し合える仲間に 

なりました。本番では、緊張しながらもチームみんなで声を掛け合いながら、 

最後まで全力で戦うことができました。 

結果は悔しいものでしたが、合同チームだからこそ学べたことが多く、貴重 

な経験になりました。バスケの楽しさや仲間の大切さを、改めて感じることが 

できました。最高の思い出になりました。 

バスケットボール部 ○○ ○○ さん  

 

                市内大会では、自分の中で納得のいく結果ではありませんでした。 

今まで頑張ってきた分、最後に勝ちたいという思いが強く、本当に悔

しい結果になりました。最後の市内大会ということもあって大会前か

ら緊張して、そんな時に部長としてみんなの緊張をほぐすことができ

ませんでした。ミスをした時「大丈夫！」などと何度も声をかけてく

れたペアの存在が心強かったです。 

３年生は６月１４日（土）に行われた春季秋葉区近郷大会（団体戦）

が引退試合となりました。試合は雨のため途中で中断され、そのまま 

中止となってしまいました。それでも、一人一人に「笑顔で‼最後まで楽しんで‼」と声をかけ、最後

にみんなが楽しんでプレーしている姿を見られて、部長としてとても嬉しかったです。最後の最後まで

戦うことができなかったのは悔しいですが、最高の仲間と一緒にテニスをすることができてよかったで

す。ソフトテニス部での時間は、私の宝物です。       ソフトテニス部 ○○ ○○ さん  

教育目標「自主 協力 創造」  重点目標「自己管理能力の育成」 420号 2025年 6月 30日 

小合中ホームページ 

新潟市立小合中学校 

新潟市体育大会を振り返って 

※ 今回、掲載できなかった種目については次号以降に紹介予定です。 



三年間の感想。 

  部活に入る前は、卓球の知識はほとんどなく、先輩にいろんなことを指摘されて

ばかりでした。しかし、そのたくさんの指摘を受けたり、教わったりして、大会でも

戦うことのできる実力を身に付けることができました。２年生になり、先輩たちが

引退してからは部長として後輩にルールや卓球のコツを教える立場となりました。

自分は他者に教えることが苦手です。それでも、自分ができることは、できるだけ 

やりました。今、思うと、後輩に教えた経験は将来に活かせそうだな、と思います。 

  今の自分があるのは、コツを教えてくれた先輩や顧問の先生のおかげだと思いま

す。みなさんに感謝したいです。        卓球部 ○○ ○○ さん  

  

 今、頑張っていることは野球です。その中でもバッティングを強化しています。 

素振りをしたり、トスバッティングをしたりする毎日です。もう一つ、力を入れて 

いるのがピッチングです。毎朝、登校前にシャドウしています。休日には、キャッ 

チャーに対して、バッターを想定しながら配球を考えて練習をしています。河川敷 

などに行って守備練やピッチング練習もたくさんやっています。 

 チームでは、今、走塁練と守備練に力を入れています。チーム全体として盗塁や 

スクイズの成功率を上げるよう、戦術的に取り組んでいます。そして、守備練では 

ランナーを入れ様々な状況を想定して実践的に練習しています。 

これからもたくさん練習をして、チームの目標である｢県 No.1｣を目指して頑張ります。 

野球種目 ○○ ○○ さん 

 

僕は○○○○というバスケットボールクラブに所属しており、市内大会に出場

しました。僕たちのチームの目標は北信越大会出場です。その目標を達成するた

めに練習に励んできました。僕たちのチームはディフェンスに強く力を入れてい

ます。本番でも仲間と声を掛け合い、点を取り勝つことができました。オフェンス

からディフェンスへの切り替えの速さなども意識して取り組んでいました。 

個人としては、ディフェンスが得意なので強度をあげてしっかり守ったり、自

分のポジションの仕事をしっかりしたりしました。今回の大会では、改めて仲間 

との協力の大切さなどを学ぶことができました。まだ試合は続くので、普段の練習から力を入れて一つで

も多く勝てるように頑張っていきたいです。目標を達成するために、頑張ります。 

                            バスケットボール種目 ○○ ○○ さん  

２年生が校庭で野菜を栽培しています。様々な

方とかかわりながら農業体験する活動を通して、

地域を理解し、農業や職業への考えを深めます。 

コミセンに販売 

ブースを設置して 

いただきました。 

ぜひ、お立ち寄り 

ください。 
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ＡＩに代表されるように、科学技術が加速度的に発展しています。また、地球規模での環境破壊や自然災

害、感染症も多発しています。今、嬉しいことも切ないことも、人類の歴史に類を見ないほどの速さで起き

ているのです。きっとこれからも。ですが、全く不安に思う必要はありません。常に“わくわく”を大切に。

“わくわく”は原動力ですから。そして、沢山の“ひと・もの・ことがら”と積極的にかかわろうとする姿勢を

大切に。かかわることで、状況の変化に気付き、多面的・多角的に判断できますから。 

あなたは、いつでも誰か・何かをデザインしているのです。あなたの取組の全てが、仲間や集団によき影

響を与えているのです。小合中を、そして社会をデザインするのです。ぜひ、“わくわく”しながら、より多

くの“ひと・もの・ことがら”とかかわりましょう。これこそが、これからの時代を生きる力となるのです。 

小合中､そして社会のデザイナーであれ！ 
～ ６月２日（月）全校朝会より ～ 



５月２９日（木）お笑い集団 NAMARA 森下英矢さんを講師にお招き

して人権講演会を行いました。森下さんは、ご自身が小さいころに経験

したことやご家族の話などから、様々な考えを認め合うことの大切さに

ついて話をしてくださいました。会の中盤、 「どぶの中に落ちたお金、

いくらだったら拾う？」という森下さんの問いかけに、全校生徒が頭を

抱え考え出した回答は、１円でも拾う人がいる一方で、１万円でも拾わ 

ないと答えた人もいました。森下さんからは「同じ環境で育っても様々 

な価値観をもっている人がいて、正解はない。自分の考えをしっかりともち、自分と考えが違っていて

も、発想の転換をすることで相手の良さに気付き、褒めることができる」とお話しいただきました。森

下さんの楽しい話術に生徒は引き込まれ、終始にこやかに、楽しく学ぶことができました。 
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鳥屋野総合体育館 にて 亀田総合体育館 にて 

「古紙回収イベントをデザインしてほしい」 という

私（永井）の願いに、７名が手を挙げてくれました！ 

○○ ○○さん、○○ ○○さん、○○ ○○さん、 

○○ ○○さん、○○ ○○さん、○○ ○○さん、 

○○ ○○さん、とても嬉しく感じています！ 

 古紙回収デザイナー７名には、なぜ古紙回収を行う

のか、小合中にとってどのような価値があるのか、等

を考え、みなさんと合意してもらう予定でいます。 

デザイナーのみなさんこそ、わくわくして取り組ん

で下さいね！ 私は既に、わくわくでいっぱいです♪ 

古紙回収デザイナー始動！ 

※市の通常のゴミ回収日ですので､ケージのすぐ外･脇へお願いいたします 


